宇宙論におけるカオス(低次元カオスII,カオスとその周辺,研究会報告) by 石原, 秀樹
Title宇宙論におけるカオス(低次元カオスII,カオスとその周辺,研究会報告)
Author(s)石原, 秀樹








宇 宙 論 に お け る カ オ ス















dS2--(N(i)dt)2十 (eal(｡61)2十 (eα2(i)62)2十 (eα3(i)03)2
- -(Ndt)2十｡29(｡P.'和 一qf十 eβ･-JT8-62十｡~26-032) (1)










ここで, 鮎 3次元空間のスカラー曲率である. 全微分項を落とし, 正準運動量 p9--N-1
孟e-3B,p± -N-lb.e~3Bを用いると
S-∫tpBB･p.p. ･p_P_一言 ･H e3B id43 (2)
● ● ●
ここで,勅ま共役量を持たないので〃での変分は束縛条件































































































ミ ク ロ カ ノ ニ カ ル量 子 化 法
一相転移点近傍での振舞 -
早大･理工 森 川 善 富
§1. はじめに
ミクロカノニカル量子化法 (以下,MCQと略す｡)勘 ゲージ理論 (特に 露rmion まで含
めたもの )等における非摂動数値シミュレーションに有用な新しい計算方法を与える可能性を
持つ｡なかでも準安定状態の近傍の振舞を調べるのに有効であると言われている三)～ 3)そこで
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